
 

 

３学期がスタートして２週間が過ぎました。３学期は期間が短いですが、１年間のまとめをする大切な学期

です。これまでも「ひすいっ子」の皆さんは一生懸命学習に取り組み、着実に成長を続けてきました。今学期

は更に、自信をもって卒業・進級できるよう、「できるようになったこと」「もう少しでできそうなこと」が確

実なものとなるよう、職員一同精一杯支援してまいります。引き続き、ご協力をお願いいたします。 

以下、1月の学習の一部をご紹介します。 

 

 

 

今年も小学部・中学部ともに、新年の書き初めに取り組みました。『書き初め』は、新年になって初めて毛

筆で字や絵を書く日本の年中行事のひとつです。児童生徒は、毛筆をもち、気持ちを込めて丁寧に文字を

書きました。一人一人がとても真剣な表情で筆を走らせていました。 

出来上がった文字は、文字の太さや線の運びなど表情が違います。その人の書いた文字は、その人の性

格や人柄を表します。やさしい字、力強い字、楽しそうな字、繊細な字、几帳面な字、などなど… 

さあ、児童生徒の作品にはそれぞれどんな「人」が表れているでしょうか？  

【小学部の様子】 

     

【中学部の様子】 

    

完成した作品は校内に掲示しています。ご来校の折にご鑑賞ください。 

 

   

 

小学部の生活単元学習では、季節感を味わいながら、興味や関心を広げる活動に取り組んでいます。各

活動を通して、他者と話し合いをしたり、ルールを学んだり、遊び方を工夫したり、体験的に学習を積み重

ねています。１月のこの時期は、お正月らしく、福笑い、こま回し、たこ揚げ、風船羽根つき等の遊びに取り

組みました。                                              【裏面もご覧ください】 
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（福笑い 1）         （おみくじ）         （大型絵合わせ）        （けん玉） 

    

     （福笑い 2）         （こま回し）      （扇風機を利用したたこ揚げ）   （風船羽根つき） 

 

 

中学部では、ふるさと糸魚川の歴史ある建物を見学したり、公共施設を利用したりしながら、地域の伝統

や文化、施設の利用方法等について学習しています。また、その場所に行くまでの間には、交通ルールや安

全な歩行の仕方、雪道の歩き方等についても学んでいます。今回は、事前学習を経て、1/17（金）に市民図

書館に出掛けた様子を紹介します。 

    

    

  

 

 

１月に入り、当校も含め市内の小中学校でインフルエンザ等の感染症が流行しています。そのため、児童

生徒の安全・安心な教育環境を整えるために、感染症を予防する行動が必要です。何かと、ご多用のことと

は思われますが、ご家族を含めお子様の手洗い・うがい等の感染予防にご協力ください。よろしくお願いい

たします。 

 ＜保護者の皆様へのお願い＞ 

※感染症予防対策の継続をお願いします。毎朝の健康観察については、平日は健康観察 

アプリ「LEBER」へ、朝 8時１５分（登校の１０分前）までに、体温や健康状態、出欠について 

入力をお願いします。 

 


